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1. モバイルアプリへのプッシュ通知

2 . チェックボックスとラジオボタンに「その他」入力欄を追加

3 . 他アプリのデータを選択する際、入力部品の値に応じた絞り込みが可能に

• 上記の注意点や回避策

4 . その他改善内容

2026年5月7日に最新バージョン[V9.6]をリリースいたしました。
新バージョンの内容については、製品サイト（https://www.desknets.com/neo/releases/v96/）にてご確認いただけますが、
本セミナーでは、AppSuiteを中心にご紹介させていただきます。



モバイルアプリへのプッシュ通知
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データが追加・変更されたタイミングで、モバイルアプリへのプッシュ通知を行えるようになりました。

「データの追加・変更時の処理」を追加し、処理タイプ「通知」・通知方法「モバイルアプリへプッシュ通知」を指定す

ることで、通知先に指定されたユーザーがログインしているモバイルアプリにプッシュ通知が行われます。

データが追加・変更された際に
任意のユーザーのモバイルアプリへの

プッシュ通知が可能に
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①PC1人1台の環境じゃない…

新着メールが受け取れない…

②メール通知を設定したいが、

モバイル側のEmailや

キャリアメールを未使用…

③社内メールを装った

スパムメールが多いため

メール通知は避けたい。

例えばこんな…
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補足

通知メッセージは、従来通りの通知書式になります。
ロック画面

アプリ使用中の画面



AppSuite

チェックボックスと
ラジオボタンに「その他」入力欄を追加

https://www.desknets.com/neo/appsuite/


チェックボックスとラジオボタンに「その他」入力欄を追加
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選択肢にない項目を入力・保存できるようになりました。

必須入力時のエラーチェックにも対応するほか、レイアウトに合わせて入力欄の幅も調整できます。

ラジオボタン・チェックボックスに
｢その他｣ 入力欄を追加可能に
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①その他部品を文字一行部品で別に配置→列が異なる→集計しずらい

② Microsoft FormsやGoogleフォームと同じような形式を希望

例えばこんな…
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補足：バージョンアップ比較

「その他」入力欄の追加に伴い、絞り込み条件に「含む」「含まない」の演算子を追加しました。

～V9.5以前の場合 V9.6以降の場合



AppSuite

他アプリのデータを選択する際、
入力部品の値に応じた絞り込みが可能に

https://www.desknets.com/neo/appsuite/
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キー部品の アイコンからデータ選択画面を開く際の絞り込み条件として、入力画面の他の部品に入力された

値を設定できるようになりました。先に組織や区分などを選択させてからデータ選択をさせることで、対象の

データを見つけやすくなります。

データの絞り込み条件として
組織部品とユーザー部品を紐づけて

おくことで…

組織・ユーザー部品に入力された
内容を使って

データを絞り込むことができる

※ 表部品の中に作成された複写・参照部品は対象外となります。

他アプリのデータを選択する際、入力部品の値に応じた絞り込みが可能に
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補足：バージョンアップ比較

虫眼鏡アイコンをクリック

→選択ダイアログ内で該当レコードを都度検索

～V9.5以前の場合 V9.6以降の場合

虫眼鏡アイコンをクリック

→選択ダイアログ内で絞り込まれた状態で表示



AppSuite

～補足～

「連動プルダウン」や「多段階ドロップダウン」
に近しい運用は可能ですが、

プルダウン部品の連動ではございません
注意点や回避策をご案内させていただきます。

https://www.desknets.com/neo/appsuite/
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誤選択や誤入力の回避策

注意点 回避策

あくまでも初期値のため、

選択ダイアログの絞り込み条件が解除できてしまう

自動計算部品

• 文字結合によりキー部品を作成

（マスタ側にも作成）

参照データ一覧

• 一致する条件はキー部品とする

自動計算部品

• 参照データ一覧に表示された件数をカウント

入力チェック

• 0件の場合はエラーとする

マスタ側のデータと一致するか判定する
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複数レコード表示の回避策

注意点 回避策

マスタ参照のため、

左記のように複数レコード表示されます

参照

データ一覧

• 同一名称のレコードを表示

自動計算部品

• 自分より過去（IDが小さい）の

件数をカウント

絞り込み条件の

設定

• 選択ダイアログの絞り込み条件で

0件のみ表示

重複した名称は最初や最新のみ表示させる



AppSuite

誤選択や誤入力の回避策（詳細手順）

https://www.desknets.com/neo/appsuite/
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回避策の例：ステップ１

①当該アプリで、自動計算部品を使い
計算式で文字を結合させます。

②マスタ側のアプリでも同様に設定します
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回避策の例：ステップ２

参照データ一覧を使い、マスタアプリを参照し、関連データを見つける条件では、
[ステップ１]で作成したキー部品を選択します。
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回避策の例：ステップ３

参照データ一覧に表示された件数をカウントし、
さらに、１件以上レコードがある場合→OK １件もレコードがない場合→NGと判定します。
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回避策の例：ステップ４

入力チェックを使いエラーメッセージを表示させます。

OKの場合

NGの場合



AppSuite

複数レコード表示の回避策（詳細手順）

https://www.desknets.com/neo/appsuite/
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回避策の例：ステップ１

マスタアプリ側で参照データ一覧を配置し、同じアプリを参照させる。
関連データを見つける条件を[中分類]とする。
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回避策の例：ステップ２

自動計算部品を使い、参照データ一覧に表示される件数をカウントする。
CountIFを使い、自分より過去（IDが小さい）の件数をカウントする。
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回避策の例：ステップ３

マスタアプリ側では以下のように
最初に登録されたレコードに対して[0]と表示されます。

該当アプリ側で、 [0]と等しい絞り込み条件を適用します。



AppSuite

V9.6AppSuite
その他改善内容

https://www.desknets.com/neo/appsuite/
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自分のレコードを除外するために、

自動採番機能で発番した番号を準備する
自分のレコードを除外するために、

データIDを利用する

～V9.5以前の場合 V9.6以降の場合

自動計算部品の計算式で「データID」を使用できるように



集計および各グラフの行・列・集計値に追加できる項目数を追加
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集計および各グラフの行・列・集計値に追加できる項目数の上限を緩和し、より複雑なクロス集計・グラフを作

成できるようになりました。

集計・グラフ V9.5 → V9.6

クロス集計

行
4個まで → 6個まで

列
4個まで → 6個まで

集計値
3個まで → 6個まで

円グラフ

軸
2個まで → 3個まで

集計値 1個まで（変更なし）

その他グラフ

※ゲージグラフ・カードを除く

軸
2個まで → 3個まで

凡例
2個まで → 3個まで

集計値
3個まで → 6個まで



集計および各グラフの行・列・集計値に追加できる項目数を追加
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集計および各グラフの行・列・集計値に追加できる項目数の上限を緩和し、より複雑なクロス集計・グラフを作

成できるようになりました。

クロス集計：行6個、列6個、集計値：6個まで集計可能に 円グラフ：3軸まで集計可能に



30

集計グラフの値に任意の単位を追加

円グラフのラベルを円の内側に表示

グラフの値に任意の単位を追加

ラベルを円の内側に
配置可能に

100%系グラフに表示する値を拡張

グラフ内に項目名や割合を表示

グラフのデザイン追加



集計の公開範囲を柔軟に設定
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集計の公開範囲に「個別に指定」を追加しました。

集計を作成した後、集計管理画面から任意のユーザー・組織・ロールを組み合わせて公開範囲を設定できます。

① AppSuite
ライセンス適用〇
アプリ参照権限〇

② AppSuite
ライセンス適用〇
アプリ参照権限×

③AppSuite
ライセンス適用×

┗URL共有やポータルで
グラフ参照

┗閲覧/共有不可



例えばこんな
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集計機能で対比（前年比／目標比）を表現できますか？



AppSuite

ご案内およびQ&A

https://www.desknets.com/neo/appsuite/


ご案内（パッケージ版）
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[各バージョンの製品サポート終了日 ]
V5.5以前 ： ※製品サポート終了
V6.0 (2020 年12月リリース ) ： 2026年09月30日まで
V6.1 (2021 年09月リリース ) ： 2027年03月31日まで
V7.0 (2022 年03月リリース ) ： 2027年09月30日まで
V7.1 (2022 年09月リリース ) ： 2028年03月31日まで
V7.5 (2023 年03月リリース ) ： 2028年09月30日まで
V8.0 (2023 年09月リリース ) ： 2029年03月31日まで
V8.5 (2024 年03月リリース ) ： 2029年09月30日まで
V8.6 (2024 年09月リリース ) ： 2030年03月31日まで
V9.0 (2025 年03月リリース ) ： 2030年09月30日まで
V9.5 (2025 年09月リリース ) ： 2031年05月31日まで
V9.6 (2026 年05月リリース ) ： 次期バージョンアップから 5年間
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